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醜｢綿た川瑚刷て　　　　　　　　千触手6月
最即に,丸Ej本丸を乳で曳くならnた方7)こ異相をirTるとともに敏又された骨掛こお見辛いやし

上ります｢

千首疎FR瓦を本時が束姐した泉を汝軸1:夢くの合Eiの皆様から泉合が卑セられたと恥,てい31す

有詮つゆ庇い!rした｡由恥ま,県本邦から皆様に札をかもると患いますo

碑は　舶棟支部長をやらせていただいていなすヰ本ですbよろLくお掛､Lますo

舶棟文部の神谷ヰ鵬故から　丈呼各員の尊JJlりをもっと強イけるため`こ丸和だEE勺を件礼した

･とJLt軒)1d'')､直ぐに骨Fh､たL謹Lたo

軌面は限られていますが､牛乳各員の鯨確から多くの榊を頂き､史亀の埠を広げたいと舟L'

弟一号と言トとで如撒文部奴鵜の現兄を王佐に､申各b祝明しで参ります｡

各分合良をはじめ役員の菅掛こ､おせ億にな-,ており感謝やL上げます｡

早耳も)ち(ポラノテ｢ア的な活動ではあI)ますが,倉見の坪を落めるために､今後ともによろ

し'13煩いf:しまう,,

醜施療鯛唖も(:叫で
陳見合の各軒もJL合如<8万令名.呪晩Jd布官尊の賛助各員が21万令名｡特利金員が2800合名

(約17ロケ鼓し合tJ)で､舶掃支部も6月4日乱良の且落着軌ま315名と尽って削ます｡

LnL L-の内航はままならず親切娘であるI軌友｣すら正面に配ることの由来か,状亀である｡

何奴に　第-の原因は25万有令の見*J=る賛助各員からの息女反収(奇兵の薄れならお朴)ド,EL

る奇も尽らrLると患いますが　合資を納めTC各員を羊過してますか､単なる親方日の丸五泉の頒鹿

か(,の佃々へ0)領収首も人らriLい骨助舎弟合葬として一緒恥こ枚に入れているものと碓寮される)

に句もSところもL) 〕札に合奏尊が掛合されT=ち､集合住宅の署名･P皐が鳥け州ゴ〒も乱逢不能

a)時化故に､住廊碑名を束ねて何年及分受領の領収tを貧し､金魚管理と各月の壮叔J=他するこ

とを冬空するも､納入するのが当たり首とL渚求行為も及び息　王LTや奴込み受領書で足りると

Lて資力せずし文科1,合着納入にEiタ7チして居らず0枚和也の私有に喝Lては県の言う健に手

捜し配布を行-'Tをます.

yT開耳鼻の方にも､合着奇Eま免除で払わfJくてiい人9幼めている人一納めていか一人が届ます

がすでに各行されている｢十骨だよ'JJケt21から舟行する｢加格だより｣か鳩きませんo足って､

免ne-の方も　鞠btでいる牙も｢本草｣を秋田L　鈍のて居ない牙も合弁尊を鈎めて規明執rR友｣

を史和すJ:う｢して下さい｡各野寺の納入ネ明鼓は,県に仲立ち(合好手は牛皮克行方式にもなっ

ていまi)免L呈すので申し出下さい｡

泉乱こ｢分会一串1晩鼓｣を掲示してあl)丘す｡

i‖誇　風見島--嵐78才僧76批) _那,枚3～16～21

早場キ4月29日　胃癌舟象によるRILT (22年1月青森手術)

rも粗か各F{T属　丸空鼓隊員(昭3陀亀二次軒先a i= Lて木耳から数奇)

※　叙勲を摺るに【ま｢栄典党首｣をyLで死亡から5E7以内にや舗となって居ますことを倉掛こっ

伺対　韓か友人⊂'AfG入　金Liのとfdた7'も永鮎されたオ札胡乱のお言付うをelL､ますo


